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人
口
減
少
推
移 

震 

災 

２０ 

年 

後 
                          

 

震
災
発
災
前
の
平
成
１６
年
９
月
末
の
人 

口
と
、
震
災
か
ら
２０
年
後
の
今
年
９
月
末 

の
人
口
を
比
較
し
て
み
ま
し
た
、 

 

城
川
地
区
以
外
は
人
口
減
少
で
あ
り
、 

小
千
谷
市
全
体
で
は
八
千
六
百
十
二
人
の 

減
少
で
、
約
二
割
減
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

震
災
時
に
全
村
避
難
と
な
っ
た
東
山
地 

区
で
の
人
口
減
少
は
著
し
く
、
約
６
割
の 

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
人
も
残
っ 

て
地
域
の
産
業
で
あ
る
錦
鯉
や
伝
統
行
事 

を
行
っ
て
い
る
印
象
で
し
た
が
人
口
は
大 

き
く
縮
小
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
下
段
は
中
山
間
地
域(

川
井
、
東
山
、
岩 

沢
、
真
人)

４
地
区
の
人
口
推
移
で
す
。 

                          

            

【
真
人
地
区
は
】 

 

中
山
間
地
区
で
は

東
山
地
区
を
除
く
３ 

地
区
で
の
人
口
減
少 

割
合
は
４０

% 
台
で 

す
が
、
真
人
地
区
が 

一
番
減
少
率
が
高
く 

約
４７

%
で
し
た
。

男
女
別
で
み
て
も
同 

様
の
傾
向
で
し
た
。 

 

減
少
は
想
定
内
? 

 

今
ま
で
に
も
真
人 

地
区
の
人
口
推
計
に 

つ
い
て
は
お
知
ら
せ 

し
て
い
ま
す
の
で
、

今
回
の
掲
載
に
つ
い 

て
も
「
ま
た
か
」
と 

考
え
る
方
も
お
ら
れ 

る
と
思
い
ま
す
が
、 

何
も
し
な
け
れ
ば
推 

計
値
の
通
り
に
進
ん 

で
い
ま
す
。 

特
に
真
人
地
区
で
は 

常
に
高
齢
化
率
は
市 

内
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ 

ー
で
、
若
い
人
が
著 

し
く
減
少
し
、
そ
の 

結
果
子
供
が
い
な
い 

状
況
に
な
っ
て
き 

て
、
真
人
里
地
地
区
の
中
で
同
級
生
が
い 

な
く
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。 

 

皆
で
話
し
て
行
動
に 

 

震
災
後
２
０
年
を
機
会
と
し
て
捉
え
て
出 

来
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う 

 

も
っと 

ホ
ッ
ト
に 

 
    

キ
ラ
ッ
と 

ま
っと 

さ
ぁ
～
て
何
か
ら
や
る
ぺ
ぇ
～ 

買 

物 

ツ 

ア 

ー 

11
月
８
日(

金) 
 

 

集
合
時
間 

9
時
３０
分 

集
合
場
所 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

  

買 

物 

先 
 

マ
ル
イ
東
小
千
谷
店 

 
 

 
 

 
(

買
い
物
時
間  

約
40
分) 

 
 

申 

込 

み     

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

                    

℡ 

86-

3

0

0

2 

申
込
内
容 

お
名
前
、
町
内
名
、
連
絡
先 

 
 

 

(

電
話
番
号)

、
送
迎
の 

有
無 

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

対 

象 

者 
  

真
人
里
地
地
区
住
民
を
優
先 

申
込
人
数 

 

９
名
を
予
定 

  

申
込
期
限 

令
和
６
年
１１
月
５
日(

火) 

※
申
し
込
み
締
め
切
り
後
、
予
定
人
数
を 

超
え
て
い
た
場
合
に
は
出
発
時
間
等
に
つ 

い
て
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
連 

絡
し
ま
す
。
ま
た
、
送
迎
が
必
要
な
方
に 

は
、
別
途
送
迎
場
所
・
時
間
の
連
絡
を
し 

ま
す
。 

  

問
合
せ
先    

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 
 

 
 

 
 

事
務
局 

渡
邊
・
丸
山 

 
 

 
 

 
 

℡ 

86-

3

0

0

2 
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真人住民アンケート(集約版) 

 

 

１０月１１日買物ツアー出発 

男▲４０８人 

女▲３９４人 

中越大震災は地盤災害とも言われ、農地・

農業用施設に多大な被害が発生しました。 
(真人町若栃地内 ２０１7年春撮影) 
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 コ
ミ
バ
ス
駐
車
場 

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ー
の
当
面
の
駐
車 

場
と
し
、
現
在
の
交
流
館
バ
ス
待
合
ス
ペ 

ー
ス
の
利
用
を
考
え
て
い
ま
す
。 

先
般
の
買
い
物
ツ
ア
ー
の
時
に
ど
の
よ
う 

に
な
る
の
か
と
車
を
移
動
さ
せ
て
み
ま
し 

た
。
新
し
く
導
入
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

バ
ス
は
、
現
在
岩
沢
で
利
用
し
て
い
る 

も
の
よ
り
も
ロ
ン
グ
ボ
デ
ィ
ー
と
な
り
、 

既
存
の
場
内
道
路
に
頭
を
出
し
ま
す
の 

で
、
落
雪
対
策
と
し
て
、
建
屋
を
一
部
改 

造(

庇)

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す 

 

今
後
検
討
し
な
が
ら
対
応
し
て
参
り
ま 

す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

                         

             
コ
ミ
バ
ス
活
用
に 

ご
意
見
募
集 

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
で
の
利
用 

に
つ
い
て
は 

①
交
通
空
白
地
域
の
解
消 

 

真
人
地
区
の
信
濃
川
沿
線
地
域
で
は
、 

国
道
１
１
７
号
や
県
道
４９
号
線(

小
千
谷 

十
日
町
津
南
線)

で
公
共
交
通
と
し
て
越
後 

交
通
に
よ
る
路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い 

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
県
道
沿
線
以
外
の 

栗
山
町
内
や
万
年
、
中
山
町
内
に
は
路 

線
バ
ス
の
運
行
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の 

で
、
近
く
の
バ
ス
停
ま
で
行
か
な
け
れ
ば 

な
り
ま
せ
ん
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ー
の
運
行
に
よ
り
交 

通
の
確
保
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
運
行
経
路 

や
時
間
に
予
約
を
行
っ
て
運
営
し
て
い
る 

の
が
一
般
的
の
よ
う
で
す
。 

②
空
き
時
間
の
地
域
活
動
へ
の
利
用 

 

コ
ミ
バ
ス
の
運
営
で
時
間
が
空
い
て
い 

る
時
に
地
域
振
興
な
ど
へ
の
利
用
を
し
ま 

す
。
現
在
、
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
実
践
委
員 

会
に
よ
り
岩
沢
地
区
の
コ
ミ
バ
ス
を
借
用 

し
て
買
物
ツ
ア
ー
の
実
証
実
験
を
月
１
回 

開
催
し
て
い
ま
す
。
実
験
終
了
後
の
利
用 

や
、
デ
イ
ホ
ー
ム
、
健
康
教
室
へ
の
送
迎 

や
町
内
の
病
院
へ
の
送
迎
な
ど
も
考
え
ら 

れ
ま
す
。 

 

原
則
は
真
人
町
地
内
で
の
利
用
と
な
り 

ま
す
が
、
バ
ス
貸
与
先
の
市(

に
ぎ
わ
い
交 

流
課)

と
協
議
す
る
こ
と
で
地
区
外
で
の
活 

用
の
事
案
も
可
能
と
な
っ
て
く
る
も
の
も 

あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
運
営
に
は
経
費
も
必
要
と
な
り 

ま
す
が
、
コ
ミ
バ
ス
は
市
か
ら
の
貸
与
と 

な
り
ま
す
の
で
、
車
検
、
点
検
や
保
険
費 

用
、
修
理
に
係
る
経
費
は
貸
与
先
で
あ
る 

市
で
負
担
し
ま
す
の
で
、
コ
ミ
バ
ス
運
営 

に
は
運
転
手
の
確
保
と
運
転
員
の
経
費
負 

担
、
及
び
走
行
に
係
る
燃
料
費
が
主
な
も 

の
と
な
り
ま
す
。 

  

ご
意
見
・
ご
提
案
を 

 

バ
ス
導
入
後
に
あ
っ
て
は
、
現
実
的
に 

は
地
域
活
動
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く 

な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
・
・
・ 

・
町
内
の
老
人
会
で
温
泉
へ
の
送
迎
に
使 

い
た
い
。 

・
遊
舞
会
の
練
習
日
に
送
迎
や
市
内
の
演 

舞
会
へ
の
荷
物
運
び
に
利
用
し
た
い
。 

・
学
生
・
児
童
の
競
技
会
の
応
援
や
塾
の 

送
迎
に
利
用
し
た
い
。 

 

な
ど
な
ど
利
用
や
運
営
に
つ
い
て
の
ご 

提
案
を
ふ
れ
あ
い
交
流
館
や
町
内
会
長
な 

ど
に
お
声
を
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

  

子
供
ワ
ン
パ
ー
ク 

 

旧
真
人
保
育
園
実
証
実
験 

 

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ン
実
践
委
員
会 

  

旧
真
人
保
育
園
を
活
用
し
た
実
証
実
験 

を
昨
年
に
続
き
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
は
給
食
室
の
利
用
や
憩
い
の
場 

所
の
提
供
な
ど
も
含
め
た
利
用
を
さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

一
階
建
て
で
高
齢
者
の
利
用
も
し
や
す 

く
、
給
食
室
も
営
業
利
用
可
能
と
す
る
こ 

と
も
昨
年
分
か
り
ま
し
た
の
で
、
今
年
は 

子
供
た
ち
の
利
活
用
を
主
体
に
、
子
ど
も 

ラ
ウ
ン
ジ
み
な
み
と
共
催
で
の
利
活
用
を 

進
め
て
み
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
達
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
の 

で
、
真
人
地
区
だ
け
で
な
く
南
小
学
校
区 

な
ど
に
対
象
を
広
げ
て
行
っ
て
み
ま
す
。 

 

旧
真
人
保
育
園 

開
放
デ
ー 

  

日
時 

１１
月
４
日(

月)

祝
日 

 
 

 
 

 

午
後
１
時 

～ 

５
時 

 

場
所 

旧
真
人
保
育
園 

 

概
要 ☆ 

思
い
の
ま
ま
に
遊
ぼ
う 

 

 
 

 
 

室
内
・
グ
ラ
ン
ド 

☆ 

ま
だ
ま
だ
使
え
る 

お
下
が
り
・
不
用
品
譲
り
合
い 

※
詳
細
は
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い 

                   

旧
真
人
温
泉
源
泉
活
用 

足
湯
に
直
営
工
事 

  

旧
真
人
温
泉
で
利
用
し
て
い
た
源
泉
が 

わ
ず
か
な
量
で
す
が
自
噴
し
、
源
泉
は
建 

屋
か
ら
外
の
側
溝
に
排
水
さ
れ
て
捨
て
ら 

れ
て
い
ま
す
。 

 

現
地
の
管
理
を
さ
れ
て
い
る
藤
巻
邦
雄 

さ
ん
と
話
を
行
い
、
捨
て
ら
れ
て
い
る
源 

泉
を
側
溝
で
せ
き
止
め
て
湛
水
さ
せ
、
そ 

れ
を
水
中
ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
て
足
湯
に 

使
用
す
る
こ
と
に
理
解
を
頂
き
、
ビ
レ
ッ 

ジ
プ
ラ
ン
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業(

農
村
集
落 

の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事)

で
実
証
実 

験
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

電
源
に
使
用
す
る
屋
外
コ
ー
ド
リ
ー
ル 

(

ス
イ
ッ
チ
付
き)

を
藤
巻
政
一
氏
よ
り
お 

借
り
し
、
水
中
ポ
ン
プ
設
置
・
調
整
を
上 

沢
塚
田
久
成
さ
ん
か
ら
技
術
指
導
を
頂
き 

進
め
ま
し
た
。 

 

簡
易
な
お
試
し
施
設
で
、
時
期
的
に
寒 

さ
に
向
か
っ
て
参
り
ま
す
が
お
披
露
目
で 

き
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。 

              

も
っと 

ホ
ッ
ト
に 

 
      

キ
ラ
ッ
と 

ま
っと 

R5.11.19開催の旧真人保育園利活用実証実験 
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震
災
・水
害
振
り
返
り 

  

10.

23 

新
潟
県
中
越
大
震
災
か
ら
２０ 

年
が
た
ち
ま
し
た
。 

 

周
り
は
被
災
し
た
施
設
や
大
地
が
災
害 

復
旧
に
よ
り
現
状
へ
の
回
復
が
さ
れ
ま
し 

た
。 

 

あ
れ
か
ら
２０
年
、
防
災
へ
の
思
い
も
込 

め
て
令
和
元
年
発
生
の
水
害
の
画
像
と
と 

も
に
写
真
で
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。 

 

人
口
減
少
へ
の
歯
止
め
は
か
か
っ
て
い 

ま
せ
ん
が
、
自
然
豊
か
で
人
情
の
厚
い
地 

域
で
す
。
地
域
の
資
源
も
活
用
し
、
笑
っ 

て
過
ご
せ
る
良
い
地
域
を
創
り
ま
し
ょ
う 

                

                                          

                                        

令
和
元
年
10
月
11
日
か
ら
信
濃
川
上
流

で
の
豪
雨
に
よ
り
信
濃
川
が
増
水
し
て
河

川
の
沿
線
に
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 
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真人沢 下モ島ほ場 時之島 魚沼橋下流 

信濃川 流量観測所 

真人町 下タ島ほ場 堤外農地 下タ島ほ場上流側 遊水地越流提予定箇所  

( 同規模災害以下でも河川水が流入となります ) 

水 害  信濃川の増水により被害が発生しました 

       令和元年10月12日～17日撮影 

真人ふれあい交流館 市ノ沢墓地 

中山沢ため池・農道・農地 
栗山濁池 北ノ沢ため池 

芋坂揚水機場 

芹久保復興記念碑建立 

若栃河川・農道・農地被災 

若栃山腹・農道崩落 
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【お
知
ら
せ
】 

 
ま
っと 秋

の
陣
会
場
変
更 

 
 

 

  

今
年
も
「
ま
っ
と
秋
の
陣
」
が
開
催
さ 

れ
ま
す
が
、
２７
日(

日)

は
国
の
衆
議
院
選 

挙
の
投
票
日
と
重
な
り
、
真
人
ふ
れ
あ
い 

交
流
館
は
投
票
所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と 

を
優
先
し
ま
し
た
の
で
、
ま
っ
と
秋
の
陣 

の
開
催
場
所
は
旧
住
民
セ
ン
タ
ー
前
と
旧 

真
人
保
育
園
の
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
と
し
て 

開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出
か
け
く
だ 

さ
い
。 

※
詳
細
は
配
布
の
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ 

さ
い
。(

チ
ラ
シ)

配
布
で
な
い
地
域
で
も 

例
年
通
り
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
お
待 

ち
し
て
お
り
ま
す
。) 

 

開  

催  

日 

令
和
６
年
１０
月
２７
日(

日) 

開
催
時
間 

午
前
９
時 

～ 

午
後
２
時 

出 

店 
 

 

美
味
し
い
出
店
ほ
か
10
店 

(

内
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
2
台) 

・
真
人
分
館
主
催
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
ほ
か 

・
迫
力
満
載
よ
さ
こ
い
演
舞 

9
チ
ー
ム 

 
 

 
 

 

午
前
11
時 

～ 

午
後
2
時 

 

ま
っ
と
米
シ
ー
ル 

 

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す 

 

 

真
人
の
お
米
を
個
人
で
送
る
方
も
「
ま

っ
と
米
」
の
販
促 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
シ

ー
ル
を
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

利
用
す
る
方
は
お
手
数
で
す
が
真
人
ふ

れ
あ
い
交
流
館
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
ご

来
館
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

除 

雪 

会 

議 

開 

催 
  

令
和
６
年
１１
月
１５
日(

金)

真
人
ふ
れ
あ

い
交
流
館
に
お
い
て
南
部
地
区
の
除
雪
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
内
会
長
な
ど
関

係
者
と
県
・
市
の
除
雪
担
当
者
並
び
に
除

雪
業
者
が
参
集
し
、
今
冬
の
除
雪
計
画
な

ど
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

除
雪
路
線
へ
の
駐
車
な
ど
を
含
め
て 

協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

中
村
ク
ニ
さ
ん(

本
村
出
身) 

講
演
会
開
催 

特
定
失
踪
者
「
中
村
三
奈
子
」
さ
ん
の

母
親
で
あ
り
ま
す
中
村
ク
ニ
さ
ん
を
迎
え

た
講
演
会
が
公
民
館
真
人
分
館
の
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
す
。 

失
踪
か
ら
２６
年
、
探
し
続
け
る
想
い
と

帰
り
を
待
つ
家
族
の
気
持
ち
が
あ
り
ま
す 

 

 

日
時 

１１
月
１０
日(

日) 

 
 

 
 

 
 

午
後
６
時
～ 

 

場
所 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 

参
加 

無
料 

  

大
勢
の
皆
様
か
ら
の
聴
講
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

              

５
年
ぶ
り
に
田
楽
舞
が
若
栃
に
復
活 

  

わ
か
と
ち
大
田
楽 

&
収
穫
祭 

  

若
栃
収
穫
祭
が
若
栃
未
来
会
議
、 

若
栃
町
内
会
、
若
栃
農
家
組
合
の
主 

催
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

今
年
は
久
し
ぶ
り
に
「
大
田
楽
」 

が
舞
わ
れ
、
悠
久
の
世
に
踊
ら
れ
て
い
た 

で
あ
ろ
う
「
田
楽
」
が
時
を
超
え
て
若
栃 

に
舞
い
降
り
ま
す
。
是
非
と
も
お
出
か
け 

く
だ
さ
い
。 

日
時 

令
和
６
年
１１
月
３
日(

日) 

 
 

 
 

１０
時 

～ 

15
時
３０
分
頃 

場
所 

真
人
町
若
栃
・
若
栃
神
社
前
広
場 

 

１０
時 

祭
開
始
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
店 

 

・
わ
か
と
ち
で
収
穫
さ
れ
た
お
米
の
お

に
ぎ
り
、
け
ん
ち
ん
汁
販
売
開
始
、

１
セ
ッ
ト
６
０
０
円 

１１
時
～ 

田
楽
隊
が
妙
義
山
神
社
へ
祝
詞 

 
 

を
上
げ
た
後
、
田
楽
を
披
露 

 

１２
時
～
１２
時
３０
分 

 

田
楽
総
踊
り(

神
社
前
広
場) 

１４
時
３０
分
～ 

村
の
町
民
の
収
穫
祭 

 

問
合
せ
先 

0
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細
金 

剛
ま
で 

            

町
内
会
長
協
議
会 

視
察
・
研
修
旅
行 

  

真
人
地
区
町
内
会
長
協
議
会
は
、
１０
月 

20
日
か
ら
一
泊
二
日
で
富
山
県
、
石
川
県 

に
視
察
・
研
修
に
出
か
け
て
き
ま
し
た
。 

二
日
目
に
は
能
越
道
に
入
り
七
尾
市
和 

倉
温
泉
街
や
氷
見
市
の
震
災
状
況
を
見
て 

回
り
ま
し
た
。
七
尾
市
に
入
る
と
道
路
は 

橋
の
前
後
の
段
差
が
気
に
な
る
程
度
の
他
、 

一
部
の
歩
道
な
ど
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い 

る
程
度
で
あ
り
ま
し
た
。
目
立
つ
の
は
瓦 

屋
根
の
棟
部
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
保
護
さ 

れ
て
い
る
家
屋
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
確
認 

で
き
ま
し
た
。 

 

和
倉
温
泉
で
は
大
規
模
な
ホ
テ
ル
が
被 

災
に
よ
り
休
館
し
て
お
り
、
一
部
の
ホ
テ 

ル
で
は
補
修
工
事
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

ホ
テ
ル
に
勤
め
る
従
業
員
や
食
品
な
ど 

の
納
入
業
者
な
ど
関
係
者
も
多
く
早
期
の 

復
興
が
望
ま
れ
ま
す
。 

                    

【
編
集
後
記
】 

 

 

震
災
か
ら
２０
年
、
あ
の
時
の
災
害
復
旧 

に
か
け
た
パ
ワ
ー
は
も
う
出
ま
せ
ん
が
、 

気
持
ち
だ
け
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
し
て
当 

時
の
無
精
髭
を
９
月
の
連
休
か
ら
伸
ば 

し
、
あ
ご
髭
に
手
を
や
り
な
が
ら
震
災
当 

初
の
厳
し
い
時
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。 

 

市
の
震
災
対
応
の
記
録
も
残
さ
れ
て
い 

ま
す
が
、
そ
の
頃
に
余
裕
が
な
か
っ
た
の 

で
農
林
災
害
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
資
料 

は
乏
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

降
雪
を
前
に
過
去
災
に
な
ら
な
い
よ
う
に 

す
べ
て
の
災
害
に
つ
い
て
災
害
査
定
を
ク 

リ
ア
ー
す
る
た
め
、
全
国
初
の
「
モ
デ
ル 

査
定
」(

数
か
所
の
集
落
を
徹
底
的
に
調 

査
・
申
請
し
、
他
の
集
落
も
農
地
面
積
に 

よ
り
調
査
地
区
に
応
じ
た
災
害
が
あ
る
と 

し
て
申
請
箇
所
と
事
業
費
を
認
め
て
も
ら 

う
超
ウ
ル
ト
ラ
C)

の
実
現
に
力
を
注
い 

で
翌
年
か
ら
の
災
害
復
旧
に
尽
力
し
た
こ 

と
や
、
当
時
土
地
改
良
区
エ
リ
ア
の
災
害 

申
請
が
市
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
こ
と
か 

ら
、
県
外
か
ら
の
応
援
職
員
を
集
中
的
に 

土
地
改
良
区
の
大
規
模
災
害
以
外
の
査
定 

申
請
業
務
に
優
先
し
て
回
し
、
何
と
か
着 

地
点
を
見
つ
け
て
対
応
し
た
こ
と
が
思
い 

だ
さ
れ
ま
す
。 

 

そ
の
後
の
災
害
復
旧
に
も
他
県
か
ら
の 

派
遣
職
員
の
応
援
を
得
て
、
事
業
費
と
時 

間
を
か
け
て
復
旧
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
は
、
多
く
の
人
か
ら
ご
支
援
を
頂 

き
、
本
当
に
感
謝
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま 

し
た
。 

 

自
身
の
定
年
退
職
後
に
お
返
し
の
気
持 

ち
で
他
県
へ
の
災
害
派
遣
で
福
島
県
南
相 

馬
市
に
２
年
、
岩
手
県
久
慈
市
に
半
年
間 

災
害
派
遣
業
務
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

１０
月
２３
日
を
迎
え
涙
も
ろ
く
な
っ
た 

自
身
が
あ
り
ま
す
。「
た
だ
た
だ
感
謝
」
で 

す
。(

渡
邉) 

中村三奈子さん １９

９３年４月６日失踪(当

時１８歳) 同年３月新

潟県立長岡高校卒業 

和倉温泉 ホテルの建物は大きく分断されてます 


